
序 章 指針の策定にあたって

　河川におけるこれまでの行政の取り組みとして、まちを洪

水から守る「治水」という観点から河川整備が進められ、昭

和39（1964）年に新河川法が制定され、水を利用し生活を豊

かにする「利水」という観点が加わりました。

　この治水・利水を中心とした川づくりが進められた結果、

コンクリートで囲まれた三面張りの川ができるなど、川の持

つ自然の豊かさは失われつつありました。

　その後、昭和50年代後半から徐々に川と人の関係や生物

の生息環境に配慮した川づくりが始められ、平成2（1990）年

には、従前の治水・利水を中心とした川づくりから、これら

に環境を調和させる「多自然型川づくり」へと大きな転換が

行われました。

　平成9（1997）年には河川法が改正され、これまでの治水・

利水に加えて、河川環境の整備と保全が河川法の目的の中に

明記されました。

　このような形で整備されてきた河川環境ですが、課題が残

る川づくり※1も見られたため、国土交通省では、平成18（2006）

年、これまでの「多自然型川づくり」から「多自然川づくり※2」

へ、すべての川づくりの基本となる指針を示しました。

　札幌市においても、これまで「多自然型川づくり」などを

基本とした河川環境整備を行ってきましたが、今後、環境に

配慮した川づくりを進めていく上で、基本的な方向性を明確

にする必要性が出てきました。

　札幌市河川環境指針は、こうした川づくりに求められる変

化を勘案しつつ、よりよい河川環境を保全・創出するために

策定するものです。

※1 課題が残る川づくり

「多自然型川づくり」として行われた事例の中には、評価されている事例がある一方で、画一的な河川形状で計画し

たり、川底や水際を単調にすることにより、かえって河川環境の劣化が懸念されるような課題が残る川づくりも見

られます。（多自然型川づくりレビュー委員会　―多自然川づくりへの展開―）

※2 多自然川づくり

「多自然川づくり」とは、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河

川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うこ

とをいいます。（国土交通省　多自然川づくり基本指針）
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１　策定の背景
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国土交通大臣が指定した河川
（河川法第4条第1項）

豊平川下流
創成川下流
雁来新川　 等

豊平川上流
月寒川
厚別川　　 等

丘珠藤木川
藤野沢川
穴の川　　 等

安春川
山鼻川
篠路拓北川 等

新川
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旧中の川　 等

創成川上流
篠路川
精進川上流 等

吉田川
円山川
真駒内用水 等

一級河川のうち、北海道知事が管理を行う区間
（河川法第9条第2項）

一級河川指定区間のうち、札幌市長が維持・管理を
行う区間（河川法第16条の3第1項）

一級河川のうち、札幌市長が管理を行う区間
（河川法第9条第5項）

北海道知事が指定した河川
（河川法第9条第2項）

二級河川のうち、札幌市長が維持・管理を行う区間
（河川法第16条の3第1項）

河川法の二級河川規定の一部を準用し、札幌市長が
管理する河川（河川法第100条第1項）

河川法で規定される河川以外で
札幌市長が指定した河川

北海道知事

札幌市長

札幌市長

北海道知事

札幌市長

札幌市長

札幌市長

新川
水系

星置川
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準 用 河 川
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：札幌市河川環境指針の対象河川

※1つの河川の中で区間ごとに一級（二級）、準用、普通河川などと数種類に分かれている場合があります。

　本指針で対象にしている河川は、札幌市が管理する河川です。

　札幌市が管理する河川は、下表のように一級河川の一部の区間、準用河川、普通河川となりま

す。

　また、北海道が管理している一級河川や二級河川の一部の区間で札幌市が工事及び維持を行う

場合も本指針の対象とします。

　なお、本指針では、これらの対象河川を以後、札幌市の河川と記載します。

■河川の区分

　河川には、河川法により規定される河川と、市町村の条例により規定される普通河川がありま

す。

　河川法では、重要性により一級河川と二級河川に分類しています。一級河川の管理は、国土交

通大臣が行い、二級河川の管理は都道府県知事が行うことになっています。このほか、一級河川

と二級河川以外で市町村長が指定した河川については、二級河川の規定が準用され（「準用河川」と

いいます）、市町村長が管理することになっています。

　河川法上の位置づけのない普通河川は、札幌市普通河川管理条例により、札幌市が管理してい

ます。

２　対象河川



多自然川づくりの実施の基本

●河川全体の自然の営みを視野に入

れた川づくりとすること

●生物の生息・生育・繁殖環境を保全・

創出することはもちろんのこと、

地域の暮らしや歴史・文化と結び

ついた川づくりとすること

●調査、計画、設計、施工、維持管

理等の河川管理全般を視野に入れ

た川づくりとすること

　（多自然川づくり基本指針より）

河川環境に関連する札幌市の計画

●札幌市環境基本計画

●札幌市緑の基本計画　

●札幌市景観計画

●札幌市水環境計画　　など

多自然川づくり

基本指針

河川事業

（国・北海道）

札幌市

河川環境指針

河川事業

（札幌市）

反映

反映整合

協議・調整

　河川環境を考えていく上での基本として、平成18年（2006）に国土交通省より「多自然川づくり

基本指針」が示されています。本指針は、「多自然川づくり基本指針」を受け、これからの札幌市

の河川環境について、目指す姿や方針、事業の基本的な進め方を示し、今後の河川事業にその考

え方を反映させていくものです。

　なお、指針策定にあたっては、「札幌市環境基本計画」や「札幌市緑の基本計画」、「札幌市景観

計画」、「札幌市水環境計画」などの河川環境と関係する札幌市の計画との整合を取っています。

３　位置づけと目的
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３章　札幌市が目指す川の姿

札幌市が目指す川の姿 ～札幌の川文化の創造～

・札幌の豊かな自然を五感で感じることのでき

る川

・子どもたちの遊ぶ声が聞こえる川

・魚など生き物がいる川

・市民が自分たちの財産として大切にできる川

・美しいまちの風景をつくる川

４章　基本方針

川を「つくる」から川と「共に生きる」へ

基本方針1

札幌の自然環境・地形・水文特性を考え、
川を育む　　　　　　　（自然と川づくり）

基本方針２

川に親しみ、川と人の関係を育む（川と人）

基本方針3

豊かな川の風景のあるまちを育む
（川とまちづくり）

５章　基本方針の展開

5ー1　札幌の自然環境・地形・水文特性を考え
　　　て川を育む

・川が本来持っている自然環境に合った川づくり

・川と川辺の本来の生態系に配慮した維持管理

・川づくりのモニタリングの推進とデータの収集・

整理

5ー2　川に親しみ、川と人の関係を育む

・人の利用に配慮した川づくり

・協働により川を育む

・川との関わりを育てる

・川に関する情報発信・普及啓発

5ー3　豊かな川の風景のあるまちを育む

・まちの景観軸となる川づくり

６章  札幌市河川環境指針の実現に向けて

6ー1　札幌市河川環境指針の推進体制

・（仮称）札幌市河川環境推進連絡会による指針の推進
・河川環境の変化に順応する整備手法の検討
・モデル地域による指針の推進

6ー2　札幌らしい川づくりに向けた行政の連携

・行政の連携の必要性

・連携により検討すべき事項

１章　札幌市の河川の特徴
・ 上流・中流・下流の全ての条件がある

・ 規模の小さな河川が多い

・ 都市を流れる河川である

２章　これまでの河川環境整備

2ー1　札幌市の河川環境整備

・人の利用を考えた事例

・生物の生息環境に配慮した事例

・住民参加によって整備を進めた事例

・当初のイメージ通りにならなかった事例

2ー2　これまでの川づくりからの課題

・川が持つ本来の特性を十分把握せず、画

一的に進められた

・川の日常に十分な配慮がなされていない

川も見られる

・つくりこみ過ぎた川もある

・川を含む景観に十分配慮されていない川

もある

・整備後の自然環境があまり考えられてい

ない川もある

・環境に配慮した川づくりの検証が十分行

われていない状況もある

　札幌市河川環境指針は、札幌市の河川の特徴や札幌市の川づくりの現状と課題、基本方針と基本

方針の展開、指針の実現といった次のような構成となっています。

■札幌市河川環境指針の構成

４　指針の構成




